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論では、 1930 年代中国における人民政府の位置づけを行い、 30 年代後半に実現する抗日民族統一戦線への道を切り
開いた、 30 年代前半における第三勢力による抗日・救国・民主運動で、あったと指摘する。
論文審査の結果の要旨
本論文の評価されるべき点は、 50 日間で崩壊し、そのため関係史料が極めて少ない人民政府を対象に、その成立か
ら崩壊に至る過程とそれをめぐる国内外諸勢力について、世界で、始めて学術的かっ本格的な照明を当てたことである。
特に人民政府と共産党との秘密提携が、華僑や西南派の動向を大きく左右したことを明らかにした点、日本語の文書
史料を博捜して、外務省本省や出先、さらに台湾軍・台湾総督府の動向を克明に再現した点は、 1930 年代の中国政
治史のみならず日中関係史の研究に貢献するものである。
本論文がもっ問題点としては、人民政府の理念そのものを、申請者が歴史評価の尺度としている嫌いがある点、使
用する概念をより慎重かつ的確に選択し、各章の聞をより有機的かつ立体的に構成すべきことが求められる点、等が
ある。また、人民政府が第三勢力の「寄り合い所帯」であること、換言すれば、他の勢力に対する統一的見解や対応
策が形成される前に、性急に樹立された政権であることを念頭に置いて、共産党との提携や西南派・華僑・日本との
交渉の意味を分析すべきであろう。しかし、これらの暇庇や期待は、本論文が達成した成果と意義を損なうものでは
ない。よって審査の結果、本論文を博士(文学)の学位を授与するに値するものと認定する。
- 36-
